
令和6年2月13日（火）
竹原市市民福祉部健康福祉課

伊藤 泰加

広島県地域包括ケア伴走支援事業実施報告

竹原市における短期集中予防サービス

～直営実施から委託実施へ～

令和５年度地域包括ケアシステムに係る市町情報交換会（地域包括ケア保健所情報交換会）

（資料５－２）



１.伴走支援事業を依頼した経緯
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竹原市の介護予防・日常生活総合支援事業の取組
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平成29年６月 先進地視察（生駒市），個別ケア会議の傍聴，ヒアリング

１２月 通いの場 第１回「介護予防だよ！全員集合」 開催

平成３０年１月 生活支援体制整備事業 協議体設置 第２層コーディネーター配置（社協）

５月 第１層コーディネーター配置（市役所）

平成３０年7月 通所型サービスC（短期集中予防サービス） 直営実施開始
「いきいきアップ教室」＋リハ職による訪問事業開始（２クール)

自立支援型ケアマネジメント会議開催

（助言者：医師・PT・OT・歯科衛生士・管理栄養士・社会福祉士・主マネ等）

１０月 自立支援型ケアマネジメント会議 生活支援コーディネーター（第１層）参加開始

平成３１年４月 訪問型サービスC（短期集中予防サービス）開始
フレイル，閉じこもり傾向の高齢者に対して，通所型サービス利用への動機付けの目的としての利用

令和５年１２月 通所型サービスC 委託実施開始 通いの場 市内５９か所



２.竹原市の通所型サービスＣについて
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竹原市データ （Ｒ５.９．３０現在）

総人口 ２３，２０７人

第１号被保険者 ９，９２４

６５～７４歳 ３，９６６

７５歳以上 ５，９５８

高齢化率 ４２．７６％

要支援・介護認定率 １９．６％
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竹原市

竹原市の概要



通所型サービスＣの実績
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介護予防の取組と新規認定者平均年齢の関係
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第１号被保険者認定率の全国・広島県との比較
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（直営） 通所型サービスＣ ～ライフアップ～
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1 回目 動機付け，体力測定（TUG，CS30は動画撮影・姿勢の写真撮影）

口腔アセスメント

2 回目 目標の確認，体力測定結果フィードバック

3 回目 歯科講義

4 回目 個別トレーニング開始

5 回目 栄養講義

6 回目 調理実習，ランチ会

7 回目 終了後中間評価（必要時訪問実施，目標設定の変更）

8 回目 CS30実施 モチベーションの確認

10回目 インフォーマルな資源の紹介，グループワーク

13回目 体力測定（撮影）個別に卒業後の確認

14回目 評価，フィードバック，おしゃべり会

毎回，はつらつ体操+お口の体操実施

💡毎回、個別に１週間

の生活の聞き取り、目標
を変更
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参加者の「したい」「できるよ
うになりたい」を叶えるための
ケアマネジメント会議

医師，PT，OT，保健師，
栄養士，歯科衛生士，
包括(ケアマネ）が参加

生活の困りごと，住
環境の確認，課題の
整理，目標の再確認 「卒業後の行き先をどうする

か」を併せて検討



通所Ｃの様子

12
自主トレーニング

セルフケアの確認

バイタルチェック

どのように過ごして
いましたか？

うれしい・・
頑張ろう！

前回より距離が延びていま
すね💮
すごいですねー💮
目標にに近いづいてますね



通所Ｃの様子

歩行練習

自主トレーニングはつらつ体操

個別トレーニング
階段昇降ストレッチ

おわりの会（GW）

一言ずつ発言を…
最後は拍手で

歩きながらいろんな
情報がもらえますバイタルチェックの後は

ひたすら自主トレ

目標：
公民館の２階の生け花
教室に参加したい



３.直営実施から、委託実施へ
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直営実施

通所Ｃのメリット

♪３か月間で成果が出る（元気になれる）
通所Cに向いている人の見極め

♪リハビリ専門職の（PT・OT・管理栄養士・歯科衛生士）関わり

により生活機能が向上
毎回の聞き取り（セルフケア）の確認によりモチベーションを維持

♪自分のやりたいこと、これまでの地域活動に戻れる（つなげ

る）ことが可能
訪問Cの時から終了後を見据え目標をきちんと設定

♪入学（入口）と卒業（出口）が明確で集団でのモチベーションが

向上
卒業できる人が多い 15

竹原市の



直営実施の

通所Ｃのデメリット

♪専門職の確保・調整が難しい
通年でリハ職等の確保が困難

♪開催期間が限定（２クール/年）されており、適切な時期にサービス

導入が難しい
次の通所C開始まで待てない

♪通所C向きの人が増加
対象者が増えて受け入れきれない
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竹原市の

委託

コミュサポネット
竹原の存在

これを何とか解決
するには

竹原地域ネット
ワーク会議でも
あんなに伝えて
きたんだから

市内５か所のＤＣ
に委託



４.伴走支援事業の実施について
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委託移行にあたっての課題

①関係者間の規範的統合

専門職や事業所の再認識

担当する専門職、市内DC事業所に拡大していくために事業理解を得る

⇒ 研修会の開催

研修会GWにより関係者の思いを知る

事業委託をスムースに行うための課題の抽出

②質の担保（通所Ｃ事業の成果の維持）

⇒ 通所Ｃの成果についての再周知

事業実施の視点から連動性を理解し、自分たちの役割を再認識
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伴走支援事業での取組
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日 時 支援内容 講 師
参加
人数

１
回

８月１日（火）

15:30～17:30

講義１
「短期集中予防サービスについて～基礎編～」

講義２
「短期集中予防サービスの実際」

演習
「通所Cを活用して元気になれるまちづくりを考える」

IN竹原（GW）

広島県地域包括ケア推進センター
次長 藤原 薫 さん

地域づくりによる
介護予防推進事業アドバイザー

佐藤 優子 さん

広島県地域包括ケア推進センター
次長 望月マリ子 さん

53人

２
回

８月２１日（月）

15:00～17:30

「介護予防ケアマネジメントと短期集中予防サービス」
生駒市の取組について

奈良県生駒市
特命監 田中 明美 さん

67人

３
回

１０月３日（火）

15:30～17:30

防府市における地域支援事業の展開について 山口県防府市
元高齢福祉課 第１層SC

三輪 敏郎 さん

６４
人

受講対象者：PT・OT・ST・管理栄養士・歯科衛生士・ケアマネ・通所スタッフ・病院地域連携室

総合支援チームによる支援内容



介護支援専門員の意識（思い）

①通所Ｃは包括が担当するもの

②通所Ｃの良さが理解してもらえない

③通所Ｃは、アセスメントが負担になるとの誤解（ケア会議が負担）

④通所Ｃサービスが、介護保険サービスと同等に扱われない

・
・
・
・

・ケアプランの中に通所系サービスと同様の選択肢として挙がってこない

・自立支援のイメージが湧かない ゴールが見えない

・通所Ｃは終了があるので介護保険サービスのように居場所にはならない

・家族を説得できない 通所Ｃを説明できない
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リハビリ専門職側の意識（思い）

①リハビリ専門職の中にも通所Ｃ事業のイメージを持てない人がいる

②通所C事業の本質が理解できていない

（DCとの違いが理解できていない）

③ＤＣのお試しになってしまう

④地域につなげる、つながるイメージがない

地域を知らない専門職もいる

地域に出たことがないのでわからない
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支援事業による成果

①専門職及び事業関係者の参加により、制度の理解、現状の理解、

ＧＷによりお互いの思いを知り、共有ができた
⇒イメージの共有

⇒やらされ感ではなく、必要性が伝わる

⇒通所Ｃへの依頼・問い合わせが増加

⇒包括ＣＭだけではなく、居宅ＣＭに通所Ｃ導入の視点・関心が拡大

②利用者のモチベーションの維持、訪問Ｃのタイミングを上手く図りながら

１２月１日より、委託開始

⇒リハビリ専門職の能力が発揮できる

⇒利用者の目標に向けて機能向上している
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今後の取組

①３月の竹原地域ネットワーク会議において、伴走支援事業の報告と

再度、包括（ＣＭ）による好事例の報告、情報の共有 （研修会・ＧＷ）

②介護支援専門員に対するケアマネジメント研修

・自立支援のイメージがもてる

・ケアプランの週間サービス計画表に利用者のインフォーマル活動が組み込める

・地域から切り離さないプラン

・通所Ｃで自分の利用者が元気になるイメージが持てるよう成功体験を重ねる

③自立支援型ケアマネジメント会議の課題の整理と活用
・苦痛にならないように、イメージを変える

24



25

ご清聴ありがとう
ございました


